
財
政
健
全
化
と
基
金
の
適
正
管
理

問　
経
常
収
支
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、

将
来
負
担
比
率
を
他
の
中
核
市
と
比
較
し

た
際
の
本
市
の
状
況
に
対
す
る
自
己
評
価

と
今
後
の
方
向
性
お
よ
び
財
政
調
整
基
金

が
計
画
よ
り
も
増
え
て
い
る
場
合
に
、
市

独
自
に
事
業
者
支
援
や
災
害
対
策
な
ど
に

措
置
す
る
こ
と
へ
の
見
解
は

答　
い
ず
れ
の
比
率
も
中
核
市
平
均
以
下

で
あ
り
、
今
後
も
財
政
規
律
の
堅
持
に
努

め
る
。
基
金
残
高
は
79
億
円
と
な
る
見
込

み
で
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

た
め
本
通
常
会
議
に
11
億
円
を
取
り
崩
す

令
和
４
年
度
予
算
案
を
上
程
し
た
。

市
役
所
に
お
け
る

�
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成

問　
持
ち
運
べ
る
大
津
市
役
所
の
実
現
な

ど
、
市
役
所
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
が
推
進
さ

れ
る
中
、
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な

進
展
に
備
え
、
庁
内
の
人
材
育
成
が
必
要

と
考
え
る
が
、
手
法
に
つ
い
て
見
解
は

答　
実
務
経
験
の
積
み
上
げ
を
基
に
、
庁

内
や
国
、
県
な
ど
に
よ
る
各
種
研
修
の
受

講
な
ど
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成

に
努
め
て
い
る
。
今
後
は
外
部
の
知
見
を

取
り
入
れ
、
人
材
育
成
の
仕
組
み
や
専
門

的
研
修
の
実
施
な
ど
を
検
討
す
る
。

各派代表質問

合
理
的
配
慮
に
沿
っ
た

�

取
り
組
み
の
充
実

問　
本
市
で
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
に
よ

る
施
設
整
備
な
ど
が
十
分
進
ん
で
お
ら
ず
、

合
理
的
配
慮
も
ま
だ
ま
だ
社
会
一
般
に
広

ま
っ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。
障
が
い
児
・

者
施
策
の
令
和
４
年
度
に
お
け
る
重
点
的

な
取
り
組
み
の
方
針
と
、
合
理
的
配
慮
に

沿
っ
た
取
り
組
み
を
社
会
に
広
め
充
実
さ

せ
て
い
く
手
法
に
つ
い
て
、
見
解
は

答　
相
談
支
援
体
制
の
拡
充
や
住
ま
い
の

場
の
整
備
な
ど
を
着
実
に
進
め
る
ほ
か
、

障
害
者
の
立
場
で
の
気
付
き
を
庁
内
で
共

有
す
る
な
ど
、
市
職
員
の
合
理
的
配
慮
に

対
す
る
認
識
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
、
市

障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
の
構

成
団
体
を
通
じ
、
公
共
施
設
や
民
間
事
業

者
に
広
く
合
理
的
配
慮
を
周
知
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
市
長
の
政
治
姿
勢

新
型
コ
ロ
ナ
対
策 

教
育
行
政　
観
光
振
興

庁
舎
整
備　
幼
稚
園
・
保
育
園
の
在
り
方

市
民
ネ
ッ
ト

市
民
ネ
ッ
ト
2121

草
川
　
　
肇

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
を
踏
ま
え
た

�

保
健
所
の
機
能
強
化

問　
保
健
師
な
ど
人
員
体
制
の
拡
充
に
加

え
、
今
後
の
感
染
症
対
策
に
備
え
、
独
自

の
検
査
室
を
設
置
す
る
な
ど
、
保
健
所
の

機
能
強
化
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

答　
市
内
の
診
療
・
検
査
医
療
機
関
な
ど

で
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
独
自
の
検
査

室
設
置
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
、
保

健
師
な
ど
専
門
職
の
計
画
的
な
採
用
に
努

め
、
感
染
症
や
災
害
時
の
健
康
管
理
な
ど

に
柔
軟
か
つ
機
動
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

保
健
所
内
に
地
域
保
健
推
進
室
を
新
設
す

る
な
ど
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標

問　
本
市
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
は
、

国
に
準
じ
て
世
界
平
均
よ
り
低
い
２
０
１

３
年
度
比
の
目
標
値
と
な
っ
て
い
る
が
、

令
和
４
年
に
開
催
予
定
の
Ｇ※

７
サ
ミ
ッ
ト

で
県
と
と
も
に
環
境
関
連
会
合
の
誘
致
を

目
指
す
立
場
と
し
て
、
世
界
水
準
の
さ
ら

に
高
い
目
標
を
目
指
す
べ
き
で
は

答　
削
減
目
標
を
高
く
設
定
す
る
方
が
良

い
と
思
う
が
、
ま
ず
は
国
の
目
標
に
合
わ

せ
２
０
１
３
年
度
比
46
％
削
減
し
た
上
で
、

県
の
目
標
で
も
あ
る
同
年
比
50
％
の
高
み

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
市
政
推
進

問　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

市
政
の
推
進
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
中
、

現
在
策
定
中
の
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
・
女
性
活
躍
推
進
計
画
で
掲
げ
る
「
す

べ
て
の
人
が
多
様
性
を
認
め
合
い
、
尊
重

し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
自
分
ら
し
く
最
大

限
に
力
を
発
揮
で
き
、
一
人
ひ
と
り
が
か

が
や
く
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
す
に
当

た
っ
て
の
本
市
の
現
状
認
識
は

答　
令
和
元
年
度
の
調
査
で
は
、
固※
定
的

性
別
役
割
分
担
意
識
に
反
対
の
割
合
が
増

え
た
一
方
、
依
然
、
約
３
割
が
賛
成
し
て

い
る
。
全
て
の
人
々
が
多
様
な
個
性
を
認

め
、
尊
重
し
合
い
自
分
ら
し
く
最
大
限
に

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　
憲
法
を
生
か
す
市
政

市
民
の
暮
ら
し
、
生
業
を
守
る
取
り
組
み

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

日
本
共
産
党
大
津
市
会
議
員
団

日
本
共
産
党
大
津
市
会
議
員
団

杉
浦
　
智
子

※固定的性別役割分担意識　「男は仕事、
女は家庭」など、性別を理由にして役割を
固定的に分ける考え方のことおおつ市議会だより

令和４年５月１日7


